
安全で魅力的なWeb サイトを維持するために 
コンプライアンス、アクセシビリティー、ユーザビリティーなど 
Web サイトのポリシー違反を検査し、管理する 
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■ Web コンテンツの自動スキャン
により、プライバシー、品質、お
よびアクセシビリティーなどのコ
ンプライアンスに関する問題を特
定してオンライン・リスクを軽減 

 
■ オンラインのユーザビリティーお
よびコンプライアンス関連の問題
をビジターに影響を与える前に検
出して信頼性を向上 

 
■ 手動での追跡・検査よりも速く問
題を識別して迅速な修復を促進 

 
■ 継続的なチェックとレポートに
よって進化するWeb テクノロ
ジーから発生するコンプライアン
ス・リスクを最小化 

 

 
 

 
 
Web サイトの規模が大きくなり、複雑さ
や重要性が増すにつれて、Web サイトを
所有、運営するほぼすべての組織に、業界
や政府機関が新たに設けた厳しい規制を
遵守することが求められています。 IBM 
Rational® Policy Tester™ は、自動化された
スキャンおよびレポートにより、プライバ
シー、品質、およびアクセシビリティー要
件の遵守や、企業の Web 資産から発生
するリスクの軽減に取り組む組織を支援
するために設計されたソリューションで
す。 

 
拡張可能な Web ベースの 
エンタープライズ・ソリューション 
IBM Rational Policy Tester は Web サイト
のポリシー違反を検査し、管理するWeb 
ベースのソリューションです。中核となる
スキャン・エンジンが Web サイトのコ
ンテンツとアプリケーションを検査して
データを分析し、検出結果をデータベース
に保管します。また、スキャン中に発見さ
れた問題を指摘するレポートを生成し、対
応が取れるようにします。 特定のプライ
バシー、品質、およびアクセシビリティー
の問題に対処するために、Rational Policy 
Tester では Privacy Edition, Quality 
Edition, Accessibility Edition の 3 つのエ
ディションをご用意しました。 
ここでは、各エディションについてご説明
します。 

 
 
IBM Rational Policy Tester は、企業内の複
数のユーザー役割とアクセス権限をサ
ポートします。また、問題管理機能は、問
題の優先順位付けを簡単に行えるように
設計されているため、迅速な修復を可能と
します。 さらに、企業内にオンライン測
定基準を設定、追跡するためのエグゼク
ティブ・ダッシュボードが含まれています。 

 

IBM Rational Policy Tester 
Accessibility Edition で市場 
シェア拡大を促進 
「アクセシビリティー」、それは、可能な
限り多くの人、なかでも障害を持つ人のシ
ステムへのアクセスしやすさを意味しま
す。言い換えれば、アクセシビリティーは
すべての人が平等にアクセスできるよう
にすることを目指すものです。たとえば、
高齢のユーザーの場合、身体的に何らかの
補助が必要とされることがあります。多く
はブラウザー設定をカスタマイズし、対応
されますが、一方で画面読み上げや音声に
よる機器操作などの機能を利用するユー
ザーもいます。 アクセシビリティーに関
するテクノロジーによって Web ページ
を最適化することは、市場シェアを勝ち取
り、可能な限り多くの人が Web サイト
を利用できるようにする上で不可欠です。
さらに、アクセシビリティー関連の訴訟や
法的な審査が増える傾向にあり、新たな指
針や規制が多数生まれています。 
 
 



IBM Rational Policy Tester Accessibility 
Edition は、アクセシビリティーに関する
チェック項目について Web 資産をス
キャンすると共に、米国政府規制や一般に
認められた民間組織の標準に関するコン
プライアンス関連の問題がないか確認し
ます。 
 
また、Rational 製品を使用することで、
より多くのユーザーがアクセスできるサ
イトにできるだけでなく、訴訟の発生を回
避し、マイナスのブランド・イメージがも
たらす悪影響を防ぐことができます。IBM 
には、アクセシビリティーという課題に関
する幅広い経験があります。 障害を持つ
人でもWeb コンテンツや Web アプリ

ケーションをより利用しやすくするため
の、明確な方法の確立を目指すイニシアチ
ブ・グループ、Web Accessibility Initiative 
Accessible Rich Internet Applications 
(WAI-ARIA) グループに参加しています。
IBM は現在、World Wide Web 
Consortium (W3C) Web Content 
Accessibility Guidelines (WCAG) の発展
に寄与するとともに、Adobe® との協力の
下で、Flash アプリケーションのアクセシ
ビリティーを高める取り組みを進めてい
ます。 
 

詳細な各レポートが、以下のガイドライン
と規制に関連するスキャンに基づいて作
成されます。 
 
• W3C WCAG 
• リハビリテーション法 508 条ガイドラ
イン (米国) 

• AccessiWeb (重大度別にアクセス問題
を分類するフランスの標準) 

• カスタムのアクセシビリティー・ガイド
ライン (各企業独自の内部ポリシーに
基づくもの)  
 

これらのレポートによって、対象となる 

Web サイトが、障害を持つユーザーに関

連する一般的な問題を含んでいるかどう

かを判断できます。例としては、サイトの

ナビゲーションに関する問題や、テキスト

以外の項目の理解、フォームの入力、リン

クの利用、複雑なテーブルに表示される情

報の利用などに伴う困難が挙げられます。 

 
IBM Rational Policy Tester Privacy 
Edition で見落としを検出 
自社のプライバシー・ポリシー違反が発生
するさまざまな可能性を把握することは
容易ではありません。セキュリティーに問
題があるデータ収集フォーム、プライバ
シー・ステートメントの欠落、個人情報 
(PII) を含む Cookie やページなどは、す
べてプライバシー・ポリシー違反の可能性
があります。IBM Rational Policy Tester 
Privacy Edition は、企業の Web サイト
全体のデータ収集に利用できる、包括的な
インベントリーを提供します。その結果、
企業は適切なプライバシー・ポリシーを容
易に策定し実施することができます。 

 
IBM Rational Policy Tester Privacy Edition
で提供するレポートは、データ収集レポー
ト、プライバシー・ステートメント・レポー
ト、ビジター追跡レポート、プライバシー
規制コンプライアンス関連レポートなど、
いくつかのカテゴリーに分類されます。 
これらのカテゴリーは、さらに詳細なサブ
カテゴリーに分類されます。 
 

IBM Rational Policy Tester エグゼクティブ・ダッシュボード 

IBM Rational Policy Tester スキャンテンプレート 



• フォーム・インベントリー:  
プライバシー・ポリシーに反する疑いの
あるフォームや、情報漏えいにつながり
かねないフォームを識別します。 

• 個人情報の収集ページ： 
プライバシー・ステートメントへのリン
ク、適正なレベルの暗号化、オプトアウ
ト・オプションなどの確認が必要なペー
ジを指摘します。 

•  GET メソッドを使用する 
フォーム送信の個人情報収集ページ:  
プライバシーに関する既知のぜい弱性
があるメソッドを使用しているページ
を指摘します。 
 

• プライバシー・ステートメント・リンク
のある/ない 個人情報収集ページ:  
どのページがプライバシー・ステートメ
ントにリンクし、どのページがリンクし
ていないかを識別できます。 

• Cookie インベントリー:  
自社および第三者の Cookie の一覧を
表示します。各 Cookie の使用が組織の
ポリシーに沿っているかどうかを判別
できます。 

• Web ビーコン・インベントリー: 
第三者 Cookie と併用されているもの
も含めて、Web ビーコンを識別します。 

• 第三者リンク・インベントリー:  
第三者サイトへのリンクを表示します。

ユーザーは望ましくないリンクや非準
拠のリンクをモニターできます。 
 
プライバシー規制コンプライアンス 
関連レポート 
ユーザーは各レポートを使用して以下の
規制に関する問題を識別できます。 
 
• COPPA 法 (児童オンライン・プライバ
シー保護法):  
児童の 個人情報 の収集、開示、および
保護に関する規則を定める法律 

• GLBA 法 
 (グラム・リーチ・ブライリー法):  
金融機関が保有する個人消費者の金融
情報に関する法律 

• HIPAA 法 (医療保険の携行と責任に関
する法律):  
医療関連の組織が保有する個人を特定
可能な医療情報に関する法律 

• カリフォルニア州法 AB 1950 および 
SB 1386:  
公的機関および民間企業が保有するカ
リフォルニア州居住者の個人情報に関
する法律 (AB 1950) と、セキュリ
ティー侵害や情報漏えいが発生したか
疑われる場合の通知に関する規則を定
める法律 (SB 1386) 

• セーフ・ハーバー協定:  
欧州共同体のデータ保護に関する指令
の遵守を定める取り決め 

• 電子政府法 208 条:  
米国の行政機関が保有する米国市民の
個人データに関する法律 
 

IBM Rational Policy Tester Quality Edition スペル・エラー問題箇所の表示 

IBM Rational Policy Tester Accessibility Edition 問題の解説 



IBM Rational Policy Tester Quality 
Edition を使用してビジターの満足
度向上 
相互接続された自社の Web サイトが増
えるにつれて、サイトを、訪問者がスムー
ズに問題なく利用でき、継続的な使用を促
せるものにすることが重要になります。
IBM Rational Policy Tester Quality Edition 
は、オンライン・ビジネスに対しマイナス
の印象を与えたり、サイトのユーザビリ
ティーを阻害したりするような、コンテン
ツの品質に関する問題を評価し報告しま
す。このソフトウェアを使用することで、
お客様が問題の存在に気付く前に、それを
特定して取り除くことができます。  
 
レポートには次のようなカテゴリーがあ
ります。 
 
• コンテンツの欠陥:  
リンク切れ、スペルミス、アンカー切れ
など、ビジターのアクティビティーに直
接影響を与えます。 

• ページ効率分析: 
緩慢なページ・ロード、複数の警告とリ
ダイレクトなど、ユーザビリティーの問
題を明らかにします。 

• 検索およびナビゲーション分析:  
ビジターがクリック 3 回以内 (一般的
にユーザーの許容範囲とされる) で必
要なものを見つけられかどうかを検証
します。 

• 組織の内部品質標準に沿ったカスタ
ム・レポート (IBM Rational Policy Tester 
の専門家による作成支援も可能です)。 
 
金融サービス向けのカスタマイズが
可能 
IBM Rational Policy Tester は、金融サービ
ス企業向けにカスタマイズできます。カス
タマイズにより、特定の政府消費者保護要
件に関する問題のスキャンや、これらの問
題に関連する包括的なレポート作成が可
能です。 問題管理機能では、レポート作
成時にコンプライアンス関連の問題の
フィルタリングと優先順位付けが可能で
あるため、最もリスクの高い問題から対処
することができます。 
消費者保護、個人資金取引、住宅問題、融
資活動、資産管理、およびオンライン金融

取引に関連するカスタマイズ・オプション
が用意されています。 
 

Rational Policy Tester を SaaS 
(Software as a Service)として活用 
ほとんどの企業では、Web コンテンツは、
組織全体でさまざまなグループや個人に
よって作成されています。そのため、特に
対応可能な人員が限られているケースで
は、プライバシーやコンプライアンスに関
する課題に一貫して対処することが困難
な場合があります。Rational Policy Tester 
OnDemand は、SaaS 製品であるため、
ハードウェア、ソフトウェアの導入、保守
更新、運用などに煩わされることなく、容
易に、初期導入のコストを抑えて、品質、
プライバシーやコンプライアンスに関す
る課題を管理することを可能にします。
Rational Policy Tester OnDemand では、
IBM の専門家による、サービスが付属す
るので、確実に検査を実施し、すぐに問題
に対処することができます。 
 
詳細情報 
IBM Rational Policy Tester によるオンラ
イン・リスクとコンプライアンス関連アク
ティビティーの管理の詳細については、
IBM 担当員または IBM ビジネス・パート
ナーにお問い合せいただくか、以下のサイ
トをご覧ください。 
 

ibm.com/software/jp/rational/products/tes
t/policytester/ 

お問い合わせは、IBMビジネス・パートナー、製品
販売店、弊社営業担当員または、ダイヤル IBM
（0120-04-1992）へ。 受付時間： 月～金 9:00 ～ 
18:00（祝日 12/30 ～ 1/3 を除く）携帯電話でお
かけのお客様は下記の電話番号でご利用ください。 
ダイヤル IBM 03-6220-8002（この場合通話料金は
お客様のご負担となります。） 
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